
第15 回大津郡ソフトテニス交歓大会
三隅チ ーム優勝

第
1
5回
大
津
郡
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
交
歓
大
会
が
、
９
月
2
7

日
㈲
午
前
９
時
か
ら
、
三
隅

中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
三
隅
町
チ

ー
ム
は
団
体
戦
で
優
勝
、
個

人
戦
で
は
、
女
子
の
部
で
、

村
岡
良
子
（
中
村
）
井
上
陽

子
（
津
雲
）
ベ
ア
が
優
勝
、

柳
谷
美
樹
（
滝
坂
）
北
村
梨

恵
（
野
波
瀬
）
ペ
ア
が
準
優

勝
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
で

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
大
津
郡
３

町
よ
り
3
0数
名
が
出
場
し
、

団
体
戦
・
個
人
戦
で
競
わ
れ

ま
し
た
。

団
体
戦
の
メ
ン
バ
ー
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

村
岡
康
博
・
小
野
憲
昭
・
西

村
幸
司
・
上
田
昌
平
・
井
上

陽
子
・
村
岡
良
子
・
田
原
忠

昭
・
坂
田
正
巳
・
柳
谷
美

樹
・
北
村
梨
恵
・
山
崎
正

ご案内
オープン参加

募集中

日　 時　 １１月 ５日 （木） １２日（木）‾
１９日 （木） ２６日（木）

午後7: 30～
会　 場　 農業者トレ ーニングセンタ ー
内　 容 『 検定のため のクリニック 』

『 補　 講 』
申 し込 み ・問 い 合 わ せ

三隅町公民館 酋43 －081 1

レクリエーション・インストラクター講習会 、
元
気
い
っ
ぱ
い

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

９
月
2
9日
㈹
、
あ
い
に
く
の
お
天

気
で
し
た
が
２
０
０
名
以
上
が
参
加

し
、
大
き
な
声
援
の
も
と
、
さ
ん
さ

ん
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
ト
レ
セ

ン
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。大

会
で
は
、
玉
入
れ
や
夫
婦
善
哉

な
ど
、
お
な
じ
み
の
競
技
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

第
3
6回
町
内
訪
問

駅
伝
大
会
開
催

来
日
　
程
　
1
1
月
2
2
日
収

（
開
会
式
）
８
時
5
0分
～

〈
ス
タ
ー
ト
〉
1
0時
2
0分

※
中
継
所
　
１
区
　
麓
・
２
区
　
中

央
保
育
所
・
３
区
　
荒
川
石
油
店

前
・
４
区
　
沢
江
公
会
堂
・
５
区

小
島
漁
協
・
６
区

野
波
瀬
漁
協
・
ゴ
ー

ル
（
三
隅
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
）

三
隅
町
か
ら
選
出

さ
れ
た
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
達
が
、
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
て
鍛
え

ぬ
か
れ
た
足
を
競
い

合
い
ま
す
。

沿
道
の
選
手
た
ち

に
、
盛
大
な
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

中
央
保
育
所
鼓
笛
隊
の
皆
さ
ん
が
、

立
派
な
演
奏
で
花
を
添
え
て
下
さ
い

ま
し
た
。

結
果
は
、
赤
分
団
（
第
３
・
第
４

ク
ラ
ブ
）
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
が

勝
っ
て
も
負
け
て
も
、
元
気
い
っ
ぱ

い
若
さ
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。第

1
0回

ド
リ
ー
ム
カ
ッ
プ
開
催

※
日
　
時

1
1
月
３
日
㈹
　
文
化
の
日

午
前
８
時
3
0分
～
受
付

９
時
～
競
技
開
始

※
対
　
象
　
小
学
生
の
部
・
中
学
生

の
部
・
一
般
の
部
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
部

※
参
加
申
し
込
み
　
大
会
当
日
会
場

へ
お
集
ま
り
下
さ
い
。

俳
　
句

清
風
句
会

ち
か
ち
か
と
刺
し
て
驚
ろ
く
草
虱

上
利
ハ
ナ
子

溜
池
の
草
の
実
こ
の
み
鴨
食
す

岩
本
さ
つ
き

水
落
し
田
に
足
跡
の
残
り
お
り

沖
村
美
智
子

魚
競
る
威
勢
の
声
の
せ
秋
の
風

河
畑
ツ
ル
子

碧
く
澄
む
弁
天
池
の
森
を
呑
む

河
野
　
文
子

穏
や
か
な
稔
り
と
な
り
て
落
し
水

長
沼
　
康
子

風
ま
か
せ
土
手
の
草
の
実
ゆ
れ
に
ゆ
れ

仁
保
　
民
子

秋
深
し
友
と
喜
こ
び
分
か
ち
会
い

西
村
美
千
代

母
の
背
を
撫
ぜ
草
の
実
を
づ
み
取
る

松
田
　
妙
子

リ
ハ
ビ
リ
の
綱
引
く
犬
に
藪
虱

山
城
テ
ル
子

老
い
て
な
ほ
学
べ
る
幸
や
文
化
の
日

高
崎
は
ま
子

選
者
追
吟

栗
を
剥
ぐ
内
緒
話
に
耳
を
貸
し

冨
田
佳
津
美

短
　
歌

（
順
不
同
）

三
隅
短
歌
会

と
ど
ろ
き
を
聞
き
づ
づ
傘
さ
し

下
り
ゅ
く
河
お
ち
る
が
に
那
智
の
大
滝

臼
井
　
麻
子

食
卓
に
こ
ぼ
る
る
米
の
一
粒
に

落
穂
拾
い
し
毋
の
影
見
る

河
村
　
民
子

玄
関
に
ス
ス
キ
と
菊
を
生
け
し
今
日

夜
は
冴
え
渡
る
満
月
あ
ふ
ぐ松

野
美
津
子

生
産
を
押
さ
へ
減
反
せ
し

科
か
稲
穂
埋
も
る
台
風
一
過
に

山
中
　
敬
子

づ
づ
が
な
く
二
百
十
日
も
過
ぎ
ゅ
き
て

稲
穂
は
重
く
風
に
ゅ
れ
お
り上

田
　
愛
子

書
き
て
消
し
消
し
て
は
書
き
づ

歌
の
二
首
秋
の
夕
べ
を
灯
す
独
り
居

岡
　
　
松
子

児
の
投
げ
し
石
を
追
い
か
け
稚
魚
が

底
方
の
砂
に
ま
ぎ
れ
散
り
ゅ
く

石
村
　
栄
助

山
峡
の
県
道
予
疋
地
と
な
り
し
田
に

今
年
が
最
後
の
稲
穂
さ
ゆ
ら
ぐ伊

藤
　
一
郎
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